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殺菌剤と殺虫剤は毎年数多くの新製品があって俵田者

はその特性を知るのに困るが､中にはほんとうに特色の

ある画期的な農薬がふ くまれているO ここにとりあげた

のもその一つであるが､順序を迫って許を運ぼうと思うo

我々の使ってV,る殺虫剤は大きく三つに分けられる｡

即ち接触剤､毒剤､煙蒸剤である｡扱触剤は害虫の体に

接触して始めて殺虫の効果を硯はすものでこれには磯物

性､植物性､有機合成剤の二者がある｡魂物性接触剤に

は古くは機械油､燈油､また松脂合剤などあり､現今は

殆んど使われてV'なV,｡植物性接触剤には除虫菊剤､デ

リス剤､ニコチン剤などがある｡巾でも現在の花形的存在

は有機合成接触剤でこれに叉､次の-:_通 りがあります｡

(9 有税1哀索 ･(七会物

DDT (乳､粉､液剤)､B‖C (乳､粉､液剤)､

エンドリン (粉､乳剤)､7ル ドリン (乳､粉､水和

剤)､ディル ドリン (乳､粉､水和剤)､-ブタクロ

ール (乳､粉､粒剤)など｡

@ 槻 リン化合物

TEPP､パラチオン､マラソン､EPN､スミナチ

オンなど｡

(診 有機窒素 化合物

DN (殺ダニ剤)など｡

ここに問題にしたvIDは⑨D有機1)ン化合物D殿虫剤に

ついてであるが､本剤は一般に殺虫力が炊く､また適閑

職脚も広く､時に惨透性を有するので､例えば姫の表面

にかけた頻剤は裏面まで渉透するなどの利点があった.

ちなみに本剤は昆虫に対し接触剤､轟剤､くん蒸剤の二

様7)借間をする.例えばパラチオンをゴギブリに与える

と蛙Wそのう(消化器官)の中に検出されるがやがて血

液中に拡張するし､又皮楢に塗布するとこれを透過して

∫(lL液中に入り体内の諸器官にはこぼれる｡即ち毒剤とし

て経口的にも接触的にも効米が大である｡

ところが有搾リン化合物D欠点として人畜に毒性か.旗

く中毒を起しやすvlo例えば人畜がノミラチオンを飲み下

した り､故和在廷の農産物を多!rl1-にとる場合に中毒かお

こり､定宿に附眉した場合も同様である それでこれの使

1剛こはrUJ一題マスクを使関する.中毒托状の軽症の場合に

は全身の健吉､r'L慨 の脱 J7感､頚痛､め吏V､ 手足 の しび

れを訴え､'t'J<ト'/t,'ト流挺､腹痛､ 卜痢を伴うoまた中等

皮の中毒では意識が混濁し､呼吸は早くijZくなり､口肩

やITtは｣(IL5式を失い､瞳孔は収縮して眼がかすみ､まぶた

顔､全身にれん綿がおこる｡さらに Fri11TI記となれば意識は

全 く混濁して昏陸状態となり口に泡を吹き呼吸閃難とな

り､全身にけV,れんを起して死亡する｡パラチオン中毒の

治療剤にア トロピン等があるが､早く医師の治樵を乙う

にかぎる(J慧浅さ講座2､P 65)TEPPによる事故死や

∩殺は沖Imにも二､三回あった ようにおぼえているo有

梓婆リン1A剤のあるものにつV,ては府県により使和を制限

し､また実願施mに iLffつては､普及t壬のr;U,TJをうるなどの
不便があった｡そこで毒性の低V,有機リン剤の情甥がの

ぞ生れていた｡マラソン､ダイアヂノン～/iはかかる声に応

じて発明された濫品であるが､棚 Lも外仙境であるoま

た同じく外坦産としてジブロムも一昨年HAに糸召介され

今年あた りから野外実験が行われる箸であるoA剤-ツ

カネズミ (マウス)に対する致死Jrfとが経口で体毛l_キp

グラム当り192ミリグラム､経皮で735ミリグラムであ

り､例えばTEPPの21ミリグラムに比候するとおど

ろくほど庶毒性である｡

外国で発明のものには外にバイジツト乳､粉剤 (バイ

エル社)､DDVP等がある｡スイスのチバ杜で1951年

ドイツのバイエル社で1954年､アメリカのアメリカ･カ

リフオルニヤ ･ケミカル社で1955年､他社の研究を知ら

ずに同じDr)VPをつ くり.LHした店であるO前記のジブ

ロムに臭素を加えた形の共晶でヌバン(Nuvan)なる名

称でチバ社と技術提携をしてV,るjklg,一農工捌q式会社から

近 く発売の由である｡

さて､ここに登場するスミチオン(SumithlOn)であ

るが､これは日本国産第-･弓の低Lb;性 も一摺リン殺虫剤で

住友化乍 L二業株式会社の発明品であり､スミチオンとは

同社の三三線 商品名である｡

本剤は 卜記の如く極めて毒性かrlf:く､例題物として収

扱われてV,なV,ので安心して仙川LH.来､その効果も従来

のパラチオンなどよりすぐ)しているようであるから,今
後 I･/71に幣及の可能性がある｡この何日W勺な拘臆の新剤

は暮Lf:界50欲カ国に特許申訪中で､すでに16カ相では相打

が成七したとのことである｡スミチオン割判の性状は､

;ケこのようであるO

スミチオン乎L 剤 5000
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スミチオン1'/,) 剤 2/oo'､300'

スミチオン水T:Ll剤 (試艶中にして来登録)
今､私のヰノ山こある北興農射 'j式 会社より賂うLiのホクコ

ースミチオン乳剤100cc瓶のEJ]界を肉眼的に見ると淡

黄色油状でキシロールの臭がする｡水を加えると透かに
乳化する｡次にホクコースミチオン粉剤Jは3キログラム

入1)とある｡微1r･))(容姫に30〇メッシュ以上とある)は､
少し灰色で､ (むしろ白色に近い)有効成分は2,%増量

剤9800の製品のようである｡風の少なV,とき散粉機でま

くようになってV,る｡ちなみにスミチオンの物射 ヒ学的

性質の一部分を表,示3-ると､次IDようである｡

化学名 :ジメチ-ル (3-メチル-4-ニトロ7エニー

ル)チオホスフエ-卜

分子式 ･C9H2二05NPS

比 重 ･1.3227

沸 点 11400-150'JC

融 点 :03oC

溶解性 ･7ルコール類､エ-テル類､芳香族β～化水素類

に可溶｡脂肪族Iji化永嘉に執ナにくい｡水に殆んと不溶.

安定性 ･過 t''lた条件の下に貯磁すると長期間安定､高

温､アルカリにT̂LやPj51く卦硬1(おこすo (30oCで

2720分で分解して半減する｡)

苛性比較 .次は-ツカネズミの急性経口毒性の致死量を

ミリグラムで表わす｡ 但し,-ツカネズミの体重1キロ

グラムあたりであるo従って､数字の大きV,ほど多量の

迷物を陵bねま/Eないことになる.即ち焦毒性である｡

(3)

ス ミチ オ ン 788.4

マ ラ ソ ン 369

T E P P 2.1

ダイア ジ ノン 48

D D V P 50-70

D D T 300

エ ン ド リ ン 5-8

ディル ドリン 38

例えばTEPPは-ツカネズミの体重1キログラム当り

2.1ミl)グラムで致死正に達するが､スミチオンは788.4

ミ1)グラムを必要とし､約375分1の毒性しかないことに

なる.稲の重要苦虫たるニカメイチエウに対しては､下

記の如くである｡

イエバェ雌
良

悔 警 官

スミチオン 2-1

パラチオン 2.3

マ ラ ソン 19

B 班 C 42

D D T 1802

ニカメイチ lツ マ ク●ロ

ユ ウ幼 虫 iヨ P バ イ

(左に同じ)I(左に同じ)
2.2 3-5

4 ■ 3

0.9 07

43 56

78 7

(証) 体重-瓦当りに換算した致死盃で､数字

の少いほど分量の薬で致死墓に達する｡非晶

の重さの単位は1/100万9

使用濃度 :使用回数につV,ては容器 (栄)に詳しV,ので

略するが､大体乳剤は1000倍から2000倍､粉剤2%で3-

4キログラムであり､ 薬害は殆んどない.注意都項を略

記すると､

1､ ニカメイチエウ防除の適期は､大体下記の通り

- 化 期 糞蛾最盛期後10-14日頃に10a当り70-

100g(粉剤3キログラム)
二 化 期 発蛾最盛期及びその7日後頃の2匝Ⅰ､

10a当り150-180g(粉剤4キログラム)

2､ 毒性は既V,が胆業後は薬剤のつVlた部分を石けん

で良く洗うこと｡

3､ 長時間にわたり薬剤を浴びたり,原液を呑みこん

だりしなV,こと.

4､ 7ルカ])性の強い農薬との混用をさけ､他剤と混

用するときは使用直前に混合すること｡

(A 袋 俊 一)


